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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成20年5月8日(2008.5.8)

【公表番号】特表2005-508381(P2005-508381A)
【公表日】平成17年3月31日(2005.3.31)
【年通号数】公開・登録公報2005-013
【出願番号】特願2003-542132(P2003-542132)
【国際特許分類】
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   Ａ６１Ｐ  25/28     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/30     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/32     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/34     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/36     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  27/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/22     (2006.01)
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   Ａ６１Ｐ  33/06     (2006.01)
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   Ａ６１Ｐ  37/04     (2006.01)
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   Ｃ０７Ｄ 295/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ 211/40    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/13    　　　　
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   Ａ６１Ｐ   3/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ  21/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/02    １０１　
   Ａ６１Ｐ  25/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/08    　　　　
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   Ａ６１Ｐ  25/16    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/22    　　　　
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   Ａ６１Ｐ  37/04    　　　　
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   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　
   Ｃ０７Ｄ 295/02    　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｍ   7:00    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成20年3月17日(2008.3.17)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
次式Ｉ：
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【化１】

［式中、
－　Ｒ*は、－（Ａ）ｎ－（ＣＲ１Ｒ２）ｍ－ＮＲ３Ｒ４であり、
－　ｎ＋ｍは、０、１または２であり、
－　Ａは、線状もしくは分枝状Ｃ１～Ｃ６アルキル、線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アル
ケニル、及び線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルキニルからなる群から選択され、
－　Ｒ１及びＲ２は、独立して、水素、線状もしくは分枝状Ｃ１～Ｃ６アルキル、線状も
しくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルケニル及び線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルキニルからな
る群から選択され、
－　Ｒ３及びＲ４は、独立して、水素、線状もしくは分枝状Ｃ１～Ｃ６アルキル、線状も
しくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルケニル及び線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルキニルからな
る群から選ばれるか、または一緒になって、Ｃ２～Ｃ１０アルキレンまたはＣ２～Ｃ１０
アルケニレンを形成するか、またはＮ原子と一緒になって、場合によってはＣ１～６アル
キル及び（又は）Ｃ２～６アルケニルによって置換された３～７員のアザシクロアルカン
もしくはアザシクロアルケンを形成し、
－　Ｒ５は、独立して、線状もしくは分枝状Ｃ１～Ｃ６アルキル、線状もしくは分枝状Ｃ
２～Ｃ６アルケニル及び線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルキニルからなる群から選ばれ
るか、またはＲ５は、それが結合する炭素原子及び隣の炭素原子と組合わさって二重結合
を形成し、
－　Ｒｐ、Ｒｑ、Ｒｒ及びＲｓは、独立して、水素、線状もしくは分枝状Ｃ１～Ｃ６アル
キル、線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルケニル及び線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アル
キニルからなる群から選ばれるか、またはＲｐ、Ｒｑ、Ｒｒ及びＲｓは、独立して、それ
が結合する炭素原子及び隣の炭素原子と組合わさって二重結合を形成することができるか
、またはＲｐ、Ｒｑ、Ｒｒ及びＲｓは、独立して、それが結合するＵともしくはＹと二重
結合を形成することができ、
但し、Ｕ－Ｖ－Ｗ－Ｘ－Ｙ－Ｚは、
シクロヘキサン、
シクロヘキセ－２－エン、
シクロヘキセ－３－エン、
シクロヘキサ－１，４－ジエン、
シクロヘキサ－１，５－ジエン、
シクロヘキサ－２，４－ジエン、及び
シクロヘキサ－２，５－ジエン
から選択され、
及び但し、Ｒｐ及びＲｑのうちの少なくとも一つは水素ではなく、かつＲｒ及びＲｓのう
ちの少なくとも一つは水素ではなく、
及び但し、Ｕ－Ｚがシクロヘキサンである場合は、－（Ａ）ｎ－（ＣＲ１Ｒ２）ｍ－、Ｒ
３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒｐ、Ｒｑ、Ｒｒ及びＲｓのうちの少なくとも一つは、線状もしくは分
枝状Ｃ２～Ｃ６アルケニルまたは線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルキニルである］
で表されるものから選ばれる化合物
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[ 但し、１－（３，３，５，５－テトラメチルシクロヘキシリデン）－Ｎ、Ｎ－ジメチル
ー２－プロパンアミン、
１－[ （３，５，５－トリメチル－１－シクロヘキシ－２－エニリデン）メチル] ピロリ
ジン、
３，３，５－トリメチルシクロヘキサ－１，５－ジエン－１－ピペリジン、及び
３，５－ジメチルシクロヘキサ－１，５－ジエン－１－ピペリジンは除く。] 
及びそれの光学異性体、又はそれの薬学的に許容し得る酸もしくは塩基付加塩。
【請求項２】
次の物質、すなわち
１－エテニル－３，３，５，５－テトラメチルシクロヘキシルアミン、
２－（３，３，５，５－テトラメチルシクロヘキシリデン）エタンアミン、
１－アミノ－３，３，５－トリメチル－２－シクロヘキセン、
１，３，５，５－テトラメチル－２－シクロヘキセン－１－アミン、
１－アリル－３，３，５，５－テトラメチルシクロヘキサンアミン、
１－（３，３，５，５－テトラメチルシクロヘキシリデン）－２－プロパンアミン、
１－（３，３－ジエチル－５，５－ジメチルシクロヘキシリデン）－２－プロパンアミン
、
ｃｉｓ－３－ビニル－１，３，ｔｒａｎｓ－５－トリメチルシクロヘキシルアミン、
２－メチル－１－（３，３，５，５－テトラメチル－１－シクロヘキセン－１－イル）－
２－プロパンアミン、
１－（１－アリル－３，３，５，５－テトラメチルシクロヘキシル）ピペリジン、
２－（１－ビニル－３，３，５，５－テトラメチルシクロヘキシル－１）エチルアミン、
１－［３，３，５，５－テトラメチル－１－（３－メチル－２－ブテニル）シクロヘキシ
ル］ピペリジン、
１－［３，３，５，５－テトラメチル－１－（２－プロピニル）シクロヘキシル］ピペリ
ジン、
２－（１，３，３，５，５－ペンタメチルシクロヘキシル）－４－ペンテニルアミン、
３－（３，３，５，５－テトラメチルシクロヘキシリデン）プロパンアミン、
２－メチル－１－（３，３，５，５－テトラメチルシクロヘキシリデン）－２－プロパン
アミン、
２－（３，３，５，５－テトラメチルシクロヘキシリデン）プロパンアミン、
Ｎ－メチル－１－エテニル－３，３，５，５－テトラメチルシクロヘキシルアミン、
Ｎ－アリル－１，３，３，５，５－ペンタメチルシクロヘキサンアミン、
からなる群から選ばれる請求項１の化合物、これの光学異性体又は薬学的に許容し得る酸
もしくは塩基付加塩。
【請求項３】
一種以上の薬学的に許容し得る希釈剤、賦形剤及び（又は）キャリアと組み合わせて、請
求項１または２に記載の式Ｉで表わされる化合物を含む薬学的調合物。
【請求項４】
次式Ｉ：
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【化２】

［式中、
－　Ｒ*は、－（Ａ）ｎ－（ＣＲ１Ｒ２）ｍ－ＮＲ３Ｒ４であり、
－　ｎ＋ｍは、０、１または２であり、
－　Ａは、線状もしくは分枝状Ｃ１～Ｃ６アルキル、線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アル
ケニル及び線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルキニルからなる群から選択され、
－　Ｒ１及びＲ２は、独立して、水素、線状もしくは分枝状Ｃ１～Ｃ６アルキル、線状も
しくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルケニル及び線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルキニルからな
る群から選択され、
－　Ｒ３及びＲ４は、独立して、水素、線状もしくは分枝状Ｃ１～Ｃ６アルキル、線状も
しくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルケニル及び線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルキニルからな
る群から選ばれるか、または、一緒になって、Ｃ２～Ｃ１０アルキレンまたはＣ２～Ｃ１
０アルケニレンを形成するか、または、窒素原子と一緒になって、場合によってはＣ１～
６アルキル及び（又は）Ｃ２～６アルケニルによって置換された３～７員のアザシクロア
ルカンもしくはアザシクロアルケンを形成し、
－　Ｒ５、Ｒｐ、Ｒｑ、Ｒｒ及びＲｓは、独立して、水素、線状もしくは分枝状Ｃ１～Ｃ
６アルキル、線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルケニル及び線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ
６アルキニルからなる群から選ばれるか、またはＲ５、Ｒｐ、Ｒｑ、Ｒｒ及びＲｓは、独
立して、それが結合する炭素原子及び隣の炭素原子と組合わさって、二重結合を形成する
ことができるか、またはＲｐ、Ｒｑ、Ｒｒ及びＲｓは、独立して、それが結合するＵとま
たはＹと二重結合を形成することができ、
但し、Ｕ－Ｖ－Ｗ－Ｘ－Ｙ－Ｚは、
シクロヘキサン、
シクロヘキセ－１－エン、
シクロヘキセ－２－エン、
シクロヘキセ－３－エン、
シクロヘキサ－１，３－ジエン、
シクロヘキサ－１，４－ジエン、
シクロヘキサ－１，５－ジエン、
シクロヘキサ－２，４－ジエン、及び
シクロヘキサ－２，５－ジエン、
から選択され、
及び但し、Ｕ－Ｚがシクロヘキサンである場合は、－（Ａ）ｎ－（ＣＲ１Ｒ２）ｍ－、Ｒ
３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒｐ、Ｒｑ、Ｒｒのうちの少なくとも一つは、線状もしくは分枝状Ｃ２
～Ｃ６アルケニルまたは線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルキニルである］
で表されるものから選ばれる化合物、それの光学異性体又はそれの薬学的に許容し得る酸
もしくは塩基付加塩の有効な量を含む、ＮＭＤＡアンタゴニストによって治療可能な病態
を軽減するための薬学的調合物。
【請求項５】
次式Ｉ：
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【化３】

［式中、
－　Ｒ*は、－（Ａ）ｎ－（ＣＲ１Ｒ２）ｍ－ＮＲ３Ｒ４であり、
－　ｎ＋ｍは、０、１または２であり、
－　Ａは、線状もしくは分枝状Ｃ１～Ｃ６アルキル、線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アル
ケニル及び線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルキニルからなる群から選択され、
－　Ｒ１及びＲ２は、独立して、水素、線状もしくは分枝状Ｃ１～Ｃ６アルキル、線状も
しくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルケニル及び線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルキニルからな
る群から選択され、
－　Ｒ３及びＲ４は、独立して、水素、線状もしくは分枝状Ｃ１～Ｃ６アルキル、線状も
しくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルケニル及び線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルキニルからな
る群から選ばれるか、または、一緒になって、Ｃ２～Ｃ１０アルキレンまたはＣ２～Ｃ１
０アルケニレンを形成するか、またはＮ原子と一緒になって、場合によってはＣ１～６ア
ルキル及び（又は）Ｃ２～６アルケニルによって置換された３～７員のアザシクロアルカ
ンもしくはアザシクロアルケンを形成し、
－　Ｒ５、Ｒｐ、Ｒｑ、Ｒｒ及びＲｓは、独立して、水素、線状もしくは分枝状Ｃ１～Ｃ
６アルキル、線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルケニル及び線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ
６アルキニルからなる群から選ばれるか、またはＲ５、Ｒｐ、Ｒｑ、Ｒｒ及びＲｓは、独
立して、それが結合する炭素原子及び隣の炭素原子と組合わさって二重結合を形成するこ
とができるか、またはＲｐ、Ｒｑ、Ｒｒ及びＲｓは、独立して、それが結合するＵともし
くはＹと二重結合を形成することができ、
但し、Ｕ－Ｖ－Ｗ－Ｘ－Ｙ－Ｚは、
シクロヘキサン、
シクロヘキセ－１－エン、
シクロヘキセ－２－エン、
シクロヘキセ－３－エン、
シクロヘキサ－１，３－ジエン、
シクロヘキサ－１，４－ジエン、
シクロヘキサ－１，５－ジエン、
シクロヘキサ－２，４－ジエン、及び
シクロヘキサ－２，５－ジエン、
から選択され、
及び但し、Ｕ－Ｚがシクロヘキサンである場合には、－（Ａ）ｎ－（ＣＲ１Ｒ２）ｍ－、
Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒｐ、Ｒｑ、Ｒｒのうちの少なくとも一つは、線状もしくは分枝状Ｃ
２～Ｃ６アルケニルまたは線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルキニルである］
で表されるものから選ばれる化合物、それの光学異性体、又はそれの薬学的に許容し得る
酸もしくは塩基付加塩の有効な量を含む、
・脳卒中の間の虚血、トラウマ、低酸素症、低血糖症、緑内障及び肝性脳症から選ばれる
興奮毒性、
・アルツハイマー病、血管性痴呆、パーキンソン病、ハンティングトン病、多発性硬化症
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、筋萎縮性側索硬化症、ＡＩＤＳ神経変性、オリーブ橋小脳萎縮、ツレット症候群、運動
ニューロン疾患、ミトコンドリア機能障害、コルサコフ症候群及びクロイツフェルトヤー
コプ病から選ばれる慢性神経変性病、
・慢性苦痛、薬物耐性、依存及び嗜癖（例えば、オピオイド、コカイン、ベンゾジアゼピ
ン類、ニコチン及びアルコール）から選ばれる中枢神経系の長期間形成変化に関連する他
の疾患、及び
・てんかん、遅発性ジスキネジー、Ｌ－ドーパ誘発性ジスキネジー、総合失調症、不安、
うつ病、急性痛、痙性及び耳鳴
からなる群から選ばれる、ＮＭＤＡアンタゴニストによって治療可能な病態の軽減のため
の薬学的調合物。
【請求項６】
次式Ｉ：
【化４】

［式中、
－　Ｒ*は、－（Ａ）ｎ－（ＣＲ１Ｒ２）ｍ－ＮＲ３Ｒ４であり、
－　ｎ＋ｍは、０、１または２であり、
－　Ａは、線状もしくは分枝状Ｃ１～Ｃ６アルキル、線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アル
ケニル及び線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルキニルからなる群から選択され、
－　Ｒ１及びＲ２は、独立して、水素、線状もしくは分枝状Ｃ１～Ｃ６アルキル、線状も
しくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルケニル及び線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルキニルからな
る群から選択され、
－　Ｒ３及びＲ４は、独立して、水素、線状もしくは分枝状Ｃ１～Ｃ６アルキル、線状も
しくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルケニル及び線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルキニルからな
る群から選ばれるか、または、一緒になって、Ｃ２～Ｃ１０アルキレンまたはＣ２～Ｃ１
０アルケニレンを形成するか、またはＮ原子と一緒になって、場合によってはＣ１～６ア
ルキル及び（又は）Ｃ２～６アルケニルによって置換された３～７員のアザシクロアルカ
ンもしくはアザシクロアルケンを形成し、
－　Ｒ５、Ｒｐ、Ｒｑ、Ｒｒ及びＲｓは、独立して、水素、線状もしくは分枝状Ｃ１～Ｃ
６アルキル、線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルケニル及び線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ
６アルキニルからなる群から選ばれるか、またはＲ５、Ｒｐ、Ｒｑ、Ｒｒ及びＲｓは、独
立して、それが結合する炭素原子及び隣の炭素原子と組合わさって二重結合を形成するこ
とができるか、またはＲｐ、Ｒｑ、Ｒｒ及びＲｓは、独立して、それが結合するＵともし
くはＹと二重結合を形成することができ、
但し、Ｕ－Ｖ－Ｗ－Ｘ－Ｙ－Ｚは、
シクロヘキサン、
シクロヘキセ－１－エン、
シクロヘキセ－２－エン、
シクロヘキセ－３－エン、
シクロヘキサ－１，３－ジエン、
シクロヘキサ－１，４－ジエン、
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シクロヘキサ－１，５－ジエン、
シクロヘキサ－２，４－ジエン、及び
シクロヘキサ－２，５－ジエン、
から選択され、
及び但し、Ｕ－Ｚがシクロヘキサンである場合には、－（Ａ）ｎ－（ＣＲ１Ｒ２）ｍ－、
Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒｐ、Ｒｑ、Ｒｒのうちの少なくとも一つは、線状もしくは分枝状Ｃ
２～Ｃ６アルケニルまたは線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルキニルである］
で表されるものから選ばれる化合物、それの光学異性体、又はそれの薬学的に許容し得る
酸もしくは塩基付加塩の有効な量を含む、５ＨＴ３レセプターアンタゴニストによって治
療可能な病態の軽減のための薬学的調合物。
【請求項７】
次式Ｉ：
【化５】

［式中、
－　Ｒ*は、－（Ａ）ｎ－（ＣＲ１Ｒ２）ｍ－ＮＲ３Ｒ４であり、
－　ｎ＋ｍは、０、１または２であり、
－　Ａは、線状もしくは分枝状Ｃ１～Ｃ６アルキル、線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アル
ケニル及び線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルキニルからなる群から選択され、
－　Ｒ１及びＲ２は、独立して、水素、線状もしくは分枝状Ｃ１～Ｃ６アルキル、線状も
しくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルケニル及び線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルキニルからな
る群から選択され、
－　Ｒ３及びＲ４は、独立して、水素、線状もしくは分枝状Ｃ１～Ｃ６アルキル、線状も
しくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルケニル及び線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルキニルからな
る群から選ばれるか、または、一緒になって、Ｃ２～Ｃ１０アルキレンまたはＣ２～Ｃ１
０アルケニレンを形成するか、または窒素原子と一緒になって、場合によってはＣ１～６
アルキル及び（又は）Ｃ２～６アルケニルによって置換された３～７員のアザシクロアル
カンもしくはアザシクロアルケンを形成し、
－　Ｒ５、Ｒｐ、Ｒｑ、Ｒｒ及びＲｓは、独立して、水素、線状もしくは分枝状Ｃ１～Ｃ
６アルキル、線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルケニル及び線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ
６アルキニルからなる群から選ばれるか、またはＲ５、Ｒｐ、Ｒｑ、Ｒｒ及びＲｓは、独
立して、それが結合する炭素及び隣の炭素と組合わさって二重結合を形成することができ
るか、またはＲｐ、Ｒｑ、Ｒｒ及びＲｓは、独立して、それが結合するＵともしくはＹと
二重結合を形成することができ、
但し、Ｕ－Ｖ－Ｗ－Ｘ－Ｙ－Ｚは、
シクロヘキサン、
シクロヘキセ－１－エン、
シクロヘキセ－２－エン、
シクロヘキセ－３－エン、
シクロヘキサ－１，３－ジエン、
シクロヘキサ－１，４－ジエン、
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シクロヘキサ－１，５－ジエン、
シクロヘキサ－２，４－ジエン、及び
シクロヘキサ－２，５－ジエン、
から選択され、
及び但し、Ｕ－Ｚがシクロヘキサンである場合には、－（Ａ）ｎ－（ＣＲ１Ｒ２）ｍ－、
Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒｐ、Ｒｑ、Ｒｒのうちの少なくとも一つは、線状もしくは分枝状Ｃ
２～Ｃ６アルケニルまたは線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルキニルである］
で表されるものから選ばれる化合物、それの光学異性体、又はそれの薬学的に許容し得る
酸もしくは塩基付加塩の有効な量を含む、神経性ニコチンレセプターアンタゴニストによ
って治療可能な病態を軽減するための薬学的調合物。
【請求項８】
次式Ｉ：
【化６】

－　Ｒ*は、－（Ａ）ｎ－（ＣＲ１Ｒ２）ｍ－ＮＲ３Ｒ４であり、
－　ｎ＋ｍは、０、１または２であり、
－　Ａは、線状もしくは分枝状Ｃ１～Ｃ６アルキル、線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アル
ケニル及び線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルキニルからなる群から選択され、
－　Ｒ１及びＲ２は、独立して、水素、線状もしくは分枝状Ｃ１～Ｃ６アルキル、線状も
しくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルケニル及び線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルキニルからな
る群から選択され、
－　Ｒ３及びＲ４は、独立して、水素、線状もしくは分枝状Ｃ１～Ｃ６アルキル、線状も
しくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルケニル及び線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルキニルからな
る群から選ばれるか、または、一緒になって、Ｃ２～Ｃ１０アルキレンまたはＣ２～Ｃ１
０アルケニレンを形成するか、または窒素原子と一緒になって、場合によってはＣ１～６
アルキル及び（又は）Ｃ２～６アルケニルによって置換された３～７員のアザシクロアル
カンもしくはアザシクロアルケンを形成し、
－　Ｒ５、Ｒｐ、Ｒｑ、Ｒｒ及びＲｓは、独立して、水素、線状もしくは分枝状Ｃ１～Ｃ
６アルキル、線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルケニル及び線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ
６アルキニルからなる群から選ばれるか、またはＲ５、Ｒｐ、Ｒｑ、Ｒｒ及びＲｓは、独
立して、それが結合する炭素及び隣の炭素と組合わさって二重結合を形成することができ
るか、またはＲｐ、Ｒｑ、Ｒｒ及びＲｓは、独立して、それが結合するＵともしくはＹと
二重結合を形成することができ、
但し、Ｕ－Ｖ－Ｗ－Ｘ－Ｙ－Ｚは、
シクロヘキサン、
シクロヘキセ－１－エン、
シクロヘキセ－２－エン、
シクロヘキセ－３－エン、
シクロヘキサ－１，３－ジエン、
シクロヘキサ－１，４－ジエン、
シクロヘキサ－１，５－ジエン、
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シクロヘキサ－２，４－ジエン、及び
シクロヘキサ－２，５－ジエン、
から選択され、
及び但し、Ｕ－Ｚがシクロヘキサンである場合には、－（Ａ）ｎ－（ＣＲ１Ｒ２）ｍ－、
Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒｐ、Ｒｑ、Ｒｒのうちの少なくとも一つは、線状もしくは分枝状Ｃ
２～Ｃ６アルケニルまたは線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルキニルである］
で表されるものから選ばれる化合物、それの光学異性体、又はそれの薬学的に許容し得る
酸もしくは塩基付加塩の有効な量を含む、不安障害、抑うつ障害、総合失調症及び治療関
連精神病、薬物及びアルコール乱用障害、認知障害、アルツハイマー病、パーキンソン病
、小脳振せん、片頭痛、欲求障害、炎症性腸症候群（ＩＢＳ）、及び嘔吐からなる群から
選ばれる、５ＨＴ３アンタゴニストによって治療可能な病態を軽減するための薬学的調合
物。
【請求項９】
次式Ｉ：

【化７】

［式中、
－　Ｒ*は、－（Ａ）ｎ－（ＣＲ１Ｒ２）ｍ－ＮＲ３Ｒ４であり、
－　ｎ＋ｍは、０、１または２であり、
－　Ａは、線状もしくは分枝状Ｃ１～Ｃ６アルキル、線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アル
ケニル及び線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルキニルからなる群から選択され、
－　Ｒ１及びＲ２は、独立して、水素、線状もしくは分枝状Ｃ１～Ｃ６アルキル、線状も
しくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルケニル及び線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルキニルからな
る群から選択され、
－　Ｒ３及びＲ４は、独立して、水素、線状もしくは分枝状Ｃ１～Ｃ６アルキル、線状も
しくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルケニル及び線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルキニルからな
る群から選ばれるか、または、一緒になって、Ｃ２～Ｃ１０アルキレンまたはＣ２～Ｃ１
０アルケニレンを形成するか、または窒素原子と一緒になって、場合によってはＣ１～６
アルキル及び（又は）Ｃ２～６アルケニルによって置換された３～７員のアザシクロアル
カンもしくはアザシクロアルケンを形成し、
－　Ｒ５、Ｒｐ、Ｒｑ、Ｒｒ及びＲｓは、独立して、水素、線状もしくは分枝状Ｃ１～Ｃ
６アルキル、線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルケニル及び線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ
６アルキニルからなる群から選ばれるか、またはＲ５、Ｒｐ、Ｒｑ、Ｒｒ及びＲｓは、独
立して、それが結合する炭素及び隣の炭素と組合わさって二重結合を形成することができ
るか、またはＲｐ、Ｒｑ、Ｒｒ及びＲｓは、独立して、それが結合するＵともしくはＹと
二重結合を形成することができ、
但し、Ｕ－Ｖ－Ｗ－Ｘ－Ｙ－Ｚは、
シクロヘキサン、
シクロヘキセ－１－エン、
シクロヘキセ－２－エン、
シクロヘキセ－３－エン、
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シクロヘキサ－１，３－ジエン、
シクロヘキサ－１，４－ジエン、
シクロヘキサ－１，５－ジエン、
シクロヘキサ－２，４－ジエン、及び
シクロヘキサ－２，５－ジエン、
から選択され、
及び但し、Ｕ－Ｚがシクロヘキサンである場合には、－（Ａ）ｎ－（ＣＲ１Ｒ２）ｍ－、
Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒｐ、Ｒｑ、Ｒｒのうちの少なくとも一つは、線状もしくは分枝状Ｃ
２～Ｃ６アルケニルまたは線状もしくは分枝状Ｃ２～Ｃ６アルキニルである］
で表されるものから選ばれる化合物、それの光学異性体、又はそれの薬学的に許容し得る
酸もしくは塩基付加塩の有効な量を含む、ツレット症候群、不安障害、総合失調症、薬物
乱用、ニコチン乱用、コカイン乱用、ジスキネジー（ハンティングトン病、Ｌ－ドーパ誘
発性）、注意欠陥多動性障害（ＡＤＨＤ）、アルツハイマー病、パーキンソン病、及び痛
みからなる群から選ばれる、神経性ニコチンレセプターアンタゴニストによって治療可能
な病態を軽減するための薬学的調合物。
【請求項１０】
請求項４～９のいずれか１つに記載の式Ｉの化合物、それの光学異性体、又はそれの薬学
的に許容し得る酸もしくは塩基付加塩を、請求項４～９のいずれか１つに記載の薬剤の製
造に使用する方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２２】
［式中、
－　Ｒ*は、－（Ａ）ｎ－（ＣＲ１Ｒ２）ｍ－ＮＲ３Ｒ４であり、
－　ｎ＋ｍは、０、１または２であり、
－　Ａは、線状もしくは分枝状低級アルキル（Ｃ１～Ｃ６）、線状もしくは分枝状低級ア
ルケニル（Ｃ２～Ｃ６）及び線状もしくは分枝状低級アルキニル（Ｃ２～Ｃ６）からなる
群から選択され、
－　Ｒ１及びＲ２は、独立して、水素、線状もしくは分枝状低級アルキル（Ｃ１～Ｃ６）
、線状もしくは分枝状低級アルケニル（Ｃ２～Ｃ６）及び線状もしくは分枝状低級アルキ
ニル（Ｃ２～Ｃ６）からなる群から選択され、
－　Ｒ３及びＲ４は、独立して、水素、線状もしくは分枝状低級アルキル（Ｃ１～Ｃ６）
、線状もしくは分枝状低級アルケニル（Ｃ２～Ｃ６）及び線状もしくは分枝状低級アルキ
ニル（Ｃ２～Ｃ６）からなる群から選ばれるか、または、一緒になって、アルキレン（Ｃ
２～Ｃ１０）またはアルケニレン（Ｃ２～Ｃ１０）を形成するか、または、窒素原子と一
緒になって、場合によってはＣ１－６アルキル及び／またはＣ２－６アルケニルによって
置換された３～７員のアザシクロアルカンもしくはアザシクロアルケンを形成し、
－　Ｒ５、Ｒｐ、Ｒｑ、Ｒｒ及びＲｓは、独立して、水素、線状もしくは分枝状低級アル
キル（Ｃ１～Ｃ６）、線状もしくは分枝状低級アルケニル（Ｃ２～Ｃ６）及び線状もしく
は分枝状低級アルキニル（Ｃ２～Ｃ６）からなる群から選ばれるか、またはＲ５、Ｒｐ、
Ｒｑ、Ｒｒ及びＲｓは、独立して、それが結合する炭素原子及び隣の炭素原子と組合わさ
って二重結合を形成することができるか、またはＲｐ、Ｒｑ、Ｒｒ及びＲｓは、独立して
、それが結合するＵともしくはＹと二重結合を形成することができ、
但し、Ｕ－Ｖ－Ｗ－Ｘ－Ｙ－Ｚは、
シクロヘキサン、
シクロヘキセ－１－エン、
シクロヘキセ－２－エン、



(12) JP 2005-508381 A5 2008.5.8

シクロヘキセ－３－エン、
シクロヘキサ－１，３－ジエン、
シクロヘキサ－１，４－ジエン、
シクロヘキサ－１，５－ジエン、
シクロヘキサ－２，４－ジエン、及び
シクロヘキサ－２，５－ジエン、
から選択され、
及び但し、Ｕ－Ｚがシクロヘキサンである場合は、－（Ａ）ｎ－（ＣＲ１Ｒ２）ｍ－、Ｒ
３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒｐ、Ｒｑ、Ｒｒのうちの少なくとも一つは、線状もしくは分枝状低級
アルケニル（Ｃ２～Ｃ６）または線状もしくは分枝状低級アルキニル（Ｃ２～Ｃ６）であ
る］
で表されるものから選ばれる化合物、それの光学異性体、及びそれの薬学的に許容し得る
酸もしくは塩基付加塩の上記症状の軽減に有効な量を動物生体に投与する段階を含む上記
方法；
　次の症状、すなわち
・脳卒中の間の虚血、トラウマ、低酸素症、低血糖症、緑内障及び肝性脳障害から選ばれ
る興奮毒性、
・アルツハイマー病、血管性痴呆、パーキンソン病、ハンティングトン病、多発性硬化症
、筋萎縮性側索硬化症、ＡＩＤＳ神経変性、オリーブ橋小脳萎縮、ツレット症候群、運動
ニューロン疾患、ミトコンドリア機能障害、コルサコフ症候群及びクロイツフェルトヤー
コプ病から選ばれる慢性神経変性病、
・慢性苦痛、薬物耐性、依存及び嗜癖（例えば、オピオイド、コカイン、ベンゾジアゼピ
ン類、ニコチン及びアルコール）から選ばれる中枢神経系の長期間形成変化(long term p
lastic change)に関連する他の疾患、及び
・てんかん、遅発性ジスキネジー、Ｌ－ドーパ誘発性ジスキネジー、総合失調症、不安、
うつ病、急性痛、痙性及び耳鳴
からなる群から選ばれる、ＮＭＤＡアンタゴニストによって治療可能な病態の軽減のため
の動物生体の治療方法であって、次式Ｉ：
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９２】
　したがってこれらの化合物は動物生体、特にヒトの下記の疾患の治療で投与される。
1.  脳卒中の間の虚血、トラウマ、低酸素症、低血糖症、緑内障及び肝性脳症から選ばれ
る興奮毒性。
2. アルツハイマー病、血管性痴呆、パーキンソン病、ハンティングトン病、多発性硬化
症、筋萎縮性側索硬化症、ＡＩＤＳ神経変性、オリーブ橋小脳萎縮、ツレット症候群、運
動ニューロン疾患、ミトコンドリア機能障害、コルサコフ症候群及びクロイツフェルトヤ
ーコプ病から選ばれる慢性神経変性病。
3. 慢性苦痛、薬物耐性、依存及び嗜癖（例えば、オピオイド、コカイン、ベンゾジアゼ
ピン類、ニコチン及びアルコール）から選ばれる中枢神経系の長期間形成変化に関連する
他の疾患。
4. てんかん、遅発性ジスキネジー、Ｌ－ドーパ誘発性ジスキネジー、総合失調症、不安
、うつ病、急性痛、痙性及び耳鳴。
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